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一般社団法人 木を活かす建築推進協議会主催 

「医療施設・福祉施設木材利用促進」 

「中大規模木造建築物普及シンポジウム」開催案内 

 令和元年度『医療・福祉施設木材利用促進検討』（林野庁補助事業）に係る第2回シンポジウム、

および午後からは、中大規模木造建築物普及シンポジウム「先導的中大規模木造建築物 事例発表

会」（国土交通省補助事業）が開催されますので、ぜひご参加ください。 

 

日  時 ２０２０年２月１９日 (水) 10:30～16:30（※10:00受付開始） 

会   場 「すまい・るホール」住宅金融支援機構本店1階（東京都文京区後楽1-4-10） 

参 加 費 無料 

主 催 一般社団法人 木を活かす建築推進協議会 

定 員 ３００名（申込締切：２０２０年２月１２日（水）、定員になり次第、受付終了します） 

プログラム  

第 １ 部 10:30～12:30 

『医療施設・福祉施設木材利用促進シンポジウム』 

10:40～ 出版記念講演：「医療施設・福祉施設の木造化・木質化の推進に向けて」 

            ～「木を活かした医療施設・福祉施設の手引き」のご紹介～ 

<講師>大倉 靖彦氏（(株)アルセッド建築研究所 代表取締役副所長） 

11：30～ 事例紹介①：「医療の環境は治療効率を改善する」 

<講師>德永 義光氏（医療法人杏月会 理事長／空の森 代表） 

 事例紹介②：「あたり前の暮らしを目指して」 

 <講師>竹花 健太郎氏（社会福祉法人望月悠玄福祉会 理事長 

            ／あたり前の暮らしサポートセンター） 

第 ２ 部 13:30～16:30 

『中大規模木造建築物普及シンポジウム（先導的中大規模木造建築物 事例発表会）』 

事例発表①：  平取町国民健康保険病院 

／『医療の持続性に配慮したハイブリット木造病院』 

長谷川 純氏（(株)石本建築事務所 主事） 

事例発表②： 長門市本庁舎／『積層型大規模木造のモデルプロジェクトを目指して』 

中村 文紀氏（(株)東畑建築事務所 ﾌｪﾛｰ･ﾃﾞｻﾞｲﾝｵﾌｨｻｰ） 

事例発表③： 住友林業筑波研究所新研究棟新築工事 

    ／『木造ポストテンション構造と全館避難安全検証を適用した木造 

   オフィス』 

熊川 佳伸氏（住友林業(株)新事業戦略開発室 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾏﾈｰｼﾞｬｰ） 

事例発表④： 泉区高森２丁目プロジェクト「PARK WOOD 高森」 

／『国内初、CLTを床材として利用した高層建築物』 

海老澤 渉氏（三菱地所(株)CLTユニット 主事） 
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事例発表⑤： 厚沢部町認定こども園／『地域の生産資源を生かす』 

長島 綾子氏（(株)アトリエブンク 設計部主任） 

事例発表⑥： 成城学園初等学校 本校舎 

／『規格製材とLVLガセットによる合わせ格子フレーム構法の開発』 

中西 規夫氏（(株)日建設計 構造設計グループ ｱｿｼｴｲﾄ） 

事例発表⑦： CLT国内展開PJ「CLT PARK HARUMI」 

      ／『国産材を用いたCLTで、地方創生にチャレンジ』 

名倉 良起氏（(株)三菱地所設計 建築設計二部 ﾁｰﾌｱｰｷﾃｸﾄ） 

 

申込方法 以下のサイトにアクセスし、WEB または FAX にてお申込み下さい。 

http://kiwoikasu.or.jp/info/s01.php?no=1121 

お問合せ 一般社団法人 木を活かす建築推進協議会 

TEL:03-3560-2882  FAX:03-6661-7262 

  

tel:03-3560-2882
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日本建築学会 建築計画委員会 施設計画運営委員会 医療福祉小委員会主催 公開研究会 

「地域を支える医療施設～周産期医療に求められる環境を考える～」 

開催案内 

 医療施設は人々の暮らしに欠かせませんが、人口減少社会に入りつつあるわが国では、政策医療

（救急医療、災害医療、へき地医療、周産期医療、小児医療）を担う公立・公的医療施設のあり方

が問われています。この度、周産期医療をテーマとして採り上げ、高度な急性期医療を実現するた

めの環境と建築計画について考える公開研究会を企画しました。 

 みなさまからのご参加をお待ちしております。 

  

日  時 ２０２０年３月１８日 (水) 14:00～16:30 

会   場 建築会館会議室（東京都港区芝5-26-20） 

参  加  費 日本建築学会会員：1,000円、日本建築学会会員外：1,500円、学生：500円 

      ＊資料代含む、当日会場払い 

主 催 日本建築学会 建築計画委員会 施設計画運営委員会 医療福祉小委員会 

定 員 ６０名（申込先着順） 

プログラム  

主旨説明： 小林 健一氏（主査：国立保健医療科学院） 

基調講演： 埼玉県における周産期医療提供体制と施設計画 

 清水 正樹氏（埼玉県立小児医療センター） 

主題解説： 1.周産期医療施設の設計の特徴と課題 

 小倉 基延氏（(株)久米設計） 

       2.総合周産期母子医療センターの施設計画に関する調査報告 

         渡辺 玲奈氏（北海道大学／(株)竹中工務店） 

 ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ：  <まとめ>岡本 和彦氏（東洋大学） 

       <司 会>石橋 達勇氏（北海学園大学） 

 

申 込 方 法 以下の WEB サイトよりお申し込みください。 

      https://www.aij.or.jp/event/detail.html?productId=625305 

 

問 合 せ 先 日本建築学会事務局 事業グループ 担当：及川 

      TEL:03-3456-2051  E-mail:oikawa@aij.or.jp 

https://www.aij.or.jp/event/detail.html?productId=625305
tel:03-3456-2051

